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平
成
最
後
の
年
で
も
あ
っ
た
昨

年
度
も
目
標
達
成
に
は
至
ら
ず
、

忸
怩
た
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

地
本
の
任
務
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で

あ
り
、
現
在
、
自
衛
隊
と
し
て
最

も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
「
隊
員
募

集
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
昨
年

４
月
に
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
長

と
し
て
着
任
し
、西
方
管
内
（
九
州
・

沖
縄
８
県
）
で
ワ
ー
ス
ト
と
な
る
４

年
連
続
募
集
目
標
未
達
成
と
い
う

極
め
て
不
名
誉
な
状
況
を
何
と
か

打
開
す
べ
く
１
年
間
奮
走
し
て
き

ま
し
た
が
、
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
で
ワ
ー
ス
ト
記
録
を
５
年
連

続
未
達
成
と
し
て
更
新
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
駐
屯
地
や
基
地
等

の
部
隊
が
存
在
し
な
い
市
町
村
地

域
を
重
点
と
し
た
自
衛
隊
の
認
知

度
Ｕ
Ｐ
を
焦
点
に
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
へ

の
露
出
、
広
報
大
使
に
よ
る
発
信
、

女
性
自
衛
官
の
活
用
、
広
報
目
的

以
外
の
入
港
艦
艇
の
活
用
等
々
で

す
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
あ
っ
た
の
か

と
問
わ
れ
れ
ば
、「
あ
っ
た
」
と
答

え
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

事
実
、
全
国
的
に
入
隊
者
数
は
右

肩
下
が
り
の
状
況
下
、
鹿
児
島
地

本
は
一
昨
年
度
ま
で
の
減
少
傾
向

に
歯
止
め
を
か
け
、
１
割
程
度
の

入
隊
者
増
に
転
じ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
目
標
達

成
に
は
至
ら
ず
、
鹿
児
島
に
与
え

ら
れ
た
目
標
数
は
多
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
自
衛
隊
は
鹿
児
島

に
期
待
し
て
い
る
証
左
で
あ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
５
年
の
ブ
ラ
ン
ク

を
お
い
て
募
集
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
昨
年
度
の
施
策
を
継
続

し
つ
つ
更
な
る
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
新
た
な
施
策
に
も
す
で
に

着
手
し
て
い
ま
す
。
一
例
を
挙
げ
れ

ば
、
中
学
・
高
校
へ
の
授
業
支
援
の

提
案
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
省
き

ま
す
が
、
校
内
で
一
部
の
生
徒
し
か

接
触
で
き
な
い
ガ
イ
ダ
ン
ス
だ
け

で
は
な
く
、
不
特
定
多
数
の
生
徒

に
授
業
や
講
話
と
い
う
形
で
制
服

を
見
せ
る
機
会
が
得
ら
れ
れ
ば
自

衛
隊
に
対
す
る
理
解
及
び
志
願
へ

の
一
助
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
少
子
化
・
高
学
歴
化
に
よ
る
人

手
不
足
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、「
尚
武

の
地
鹿
児
島
」
で
は
黙
っ
て
い
て
も

入
隊
し
て
く
れ
る
と
い
う
状
況
に

胡
座
を
か
い
て
い
た
の
で
は
他
の
地

本
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
更
に
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
、
本
気
度
を
増
し
て
募
集
・

広
報
に
臨
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　
今
後
も
、「
す
べ
て
の
業
務
は
募

集
に
通
ず
」
を
念
頭
に
、
努
力
の

方
向
性
を
隊
員
募
集
に
特
化
し
た

諸
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

た
だ
し
、
地
本
の
人
的
資
源
に
も

限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
募
集
に

直
結
し
な
い
業
務
は
思
い
切
っ
て

削
減
し
て
い
き
ま
す
。
協
力
諸
団

体
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

鹿
児
島
地
本
の
置
か
れ
た
状
況
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本部長ご挨拶
自衛隊鹿児島地方協力本部
１等海佐　髙岩　俊弘

　
鹿
児
島
地
本
は
、
４
月
22
日

（
月
）、「
平
成
31
年
度
募
集
・
援
護

出
陣
式
」
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
出
陣
式
の
目
的
は
、
平
成

31
年
度
の
本
格
的
な
募
集
・
援
護

業
務
の
開
始
に
当
た
り
、
当
該
業

務
に
お
け
る
与
え
ら
れ
た
目
標
の

達
成
と
安
全
を
祈
願
す
る
と
と
も

に
、
部
員
全
員
の
士
気
の
高
揚
及

び
団
結
の
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　
出
陣
式
に
際
し
、
自
衛
隊
鹿
児

島
地
方
協
力
本
部
後
援
会
会
長  

谷

川  

洋
三
様
、
同
副
会
長  

伊
藤  

正

夫
様
、
村
山  

文
彦
様
、
同
事
務
局

長  

有
村  

長
蔵
様
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
過
分
な
る
ご
祝
辞
を
頂
戴
し

て
、
部
員
一
同
、
更
に
身
が
引
き
締

ま
り
ま
し
た
。

　
本
部
長
は
式
辞
に
お
い
て
、
募

集
目
標
５
年
連
続
不
達
成
の
極
め

て
不
名
誉
な
現
状
を
踏
ま
え
、『
勝

負
に
勝
つ
』
と
の
統
率
方
針
を
掲

げ
、
我
々
に
与
え
ら
れ
た
募
集
目

標
達
成
を
勝
ち
取
る
た
め
に
「
今

ま
で
ど
お
り
や
っ
て
い
て
は
ダ
メ

だ
。
形
式
を
排
除
し
、
無
駄
を
省
い

て
、
し
っ
か
り
と
目
的
を
保
持
し
て

本
来
業
務
に
邁
進
し
て
も
ら
い
た

い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
平
成
31
年
度
（
令
和

元
年
度
）
の
募
集
・
援
護
の
目
標
達

成
を
祈
願
し
て
ダ
ル
マ
の
目
入
れ
を

行
い
ま
し
た
が
、
５
年
連
続
片
目
の

ま
ま
の
ダ
ル
マ
に
対
し
て
、「
今
年

度
こ
そ
は
必
ず
、
両
目
を
開
眼
さ

せ
る
ぞ
！
」
と
全
部
員
が
固
く
誓
い

ま
し
た
。

募
集
課

自 衛 官 募 集

平
成
31
年
度
募
集
・
援
護
出
陣
式

※

﹁
鹿
児
島
地
本
﹂
は
﹁
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
﹂
の
略
称
で
す
。 
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令和元年度（平成 31年度）広報大使と本部長・副本部長

懇談会でのひとコマ

　
鹿
児
島
地
本
は
、
5
月
13
日

（
月
）か
ら
15
日（
水
）ま
で
の
間
、

鹿
児
島
援
護
セ
ン
タ
ー
長
以
下

2
名
に
よ
り
、奄
美
大
島
に
お
い

て
求
人
情
報
収
集
な
ど
の
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
就
職
援
護
業
務
に
つ
い
て
は
、

奄
美
大
島
で
の
再
就
職
を
希
望

す
る
退
職
予
定
隊
員
の
雇
用
を

確
保
す
る
た
め
、求
人
情
報
の
収

集
、
同
島
の
雇
用
環
境
の
把
握

及
び
就
職
援
護
基
盤
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
奄

美
市
及
び
瀬
戸
内
町
等
を
重
点

地
域
と
し
て
奄
美
市
役
所
、
瀬

戸
内
町
役
場
、
宇
検
村
役
場
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
商
工
会
、
奄
美
市
・

瀬
戸
内
町
防
衛
協
会
青
年
部
会

及
び
13
企
業
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
有
効

求
人
倍
率
は
1
．1
3
倍
と
県
本

土
と
比
較
す
る
と
、
や
や
低
い
も

の
の
、
昨
年
12
月
以
降
、
求
人
倍

率
が
1
倍
以
上
を
継
続
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
駐
屯
地
開
設
の
影

響
も
あ
り
、
訪
問
し
た
建
設
業
、

製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
す

べ
て
の
企
業
に
お
い
て
人
手
不

足
の
状
況
が
継
続
し
て
お
り
、
当

面
1
〜
2
年
は
、
奄
美
大
島
で
の

就
職
援
護
は
憂
慮
す
る
状
況
に

陥
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
な
お
、
求
人
情
報
に
つ
い
て

は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
商
工
会
、
訪

問
し
た
企
業
、
防
衛
協
会
青
年

部
会
等
か
ら
提
供
い
た
だ
け
る

よ
う
調
整
し
ま
し
た
。

　
奄
美
市
役
所
、
瀬
戸
内
町
役

場
及
び
宇
検
村
役
場
に
お
い
て

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
地
域
防

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
と
も
に
、退
官
自
衛

官
の
防
災
監
（
防
災
担
当
者
）
へ

の
採
用
を
促
し
ま
し
た
。

　
更
に
、
新
編
さ
れ
た
奄
美
警

備
隊
（
奄
美
駐
屯
地
及
び
瀬
戸

内
分
屯
地
）
及
び
海
上
自
衛
隊

奄
美
基
地
分
遣
隊
を
訪
問
し
、

再
就
職
を
確
保
す
る
た
め
奄
美
大
島
で
求
人
情
報
収
集

援　護

退
職
予
定
隊
員
に
関

す
る
情
報
収
集
及
び

就
職
援
護
担
当
者
と

の
連
携
強
化
を
図
り
ま

し
た
。

　
鹿
児
島
地
本
は
、
部

隊
新
設
に
伴
い
、
更
に

就
職
援
護
基
盤
を
充

実
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
、
鹿
児
島
援
護
セ
ン

タ
ー
と
奄
美
大
島
駐

在
員
事
務
所
、
奄
美
駐

屯
地
等
、
更
に
は
奄
美

市
自
衛
隊
協
力
会
、
隊

友
会
奄
美
支
部
や
奄

美
市
防
衛
協
会
青
年

部
会
と
の
緊
密
な
連
携

を
図
り
つ
つ
、
継
続
的

な
離
島
援
護
業
務
を

着
実
に
推
進
し
て
い
く

と
し
て
い
ま
す
。

災害派遣の様子② 災害派遣の様子①

県庁で情報収集を行う連絡員災害対策本部会議

　
5
月
18
日
（
土
）、
鹿
児
島
県

屋
久
島
町
に
お
い
て
50
年
に
1

度
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
大
雨
に

よ
り
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、県
道

及
び
町
道
が
通
行
止
め
に
な
り
、

登
山
者
等
が
孤
立
す
る
状
況
と

な
り
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
地
本
は
、
緊
急
事
態

発
生
に
対
処
す
べ
く
、非
常
勤
務

態
勢
を
発
令
し
、鹿
児
島
県
庁
へ

連
絡
員
を
派
出
し
ま
し
た
。　

　
各
関
係
機
関
の
連
絡
員
が
登

庁
す
る
中
、
陸
上
自
衛
隊
第
12

普
通
科
連
隊
の
連
絡
員
と
共

に
、
災
害
派
遣
部
隊
の
円
滑
な

任
務
遂
行
の
た
め
情
報
収
集
、

調
整
等
を
実
施
し
ま
し
た
。ま

た
、部
隊
が
所
在
し
な
い
屋
久
島

の
情
報
を
、
種
子
島
駐
在
員
事

務
所
長
と
連
携
し
て
情
報
収
集

し
、
関
係
部
隊
に
情
報
提
供
し

ま
し
た
。

　
鹿
児
島
地
本
は
、
今
後
も
髙

岩
本
部
長
の
指
揮
の
下
、
各
種

災
害
等
緊
急
事
態
に
対
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
緊

急
事
態
に
積
極
的
に
対
処
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
屋
久
島
豪
雨
に
お
け
る

初
動
対
処

広　報

　
鹿
児
島
地
本
は
、
4
月
4
日

（
木
）
鹿
児
島
第
2
地
方
合
同
庁

舎
内
に
お
い
て
、「
平
成
31
年
度

鹿
児
島
県
自
衛
隊
広
報
大
使
委

嘱
式
」を
行
い
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
地
本
で
は
、
昨
年
度
か

ら
「
鹿
児
島
県
自
衛
隊
広
報
大
使

（
以
下
「
広
報
大
使
」
と
い
う
。）」

の
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
の

制
度
の
目
的
は
、
自
衛
隊
に
対
す

る
無
関
心
層
へ
の
情
報
発
信
能

力
の
強
化
で
あ
り
、
今
年
度
は
広

報
大
使
を
増
加
し
、
更
な
る
強
化

を
図
り
ま
し
た
。広
報
大
使
は
、

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
委
嘱
さ

れ
て
い
る
、
タ
レ
ン
ト
の
「
中
島

　
身
依
（
な
か
し
ま
　
み
え
）」
氏

と
シ
ン
ガ
ー
の「
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
＋（
ナ

ノ
）」
氏
の
２
名
に
加
え
、「
薩
摩

剣
士
　
隼
人
（
さ
つ
ま
け
ん
し
　

は
や
と
）」
氏
と
「
じ
ゃ
ん
け
ん
マ

ン
」
氏
の
４
名
体
制
で
す
。新
た

に
加
わ
っ
た
「
薩
摩
剣
士
　
隼

人
」
氏
は
、
鹿
児
島
で
は
理
想
的

な
男
を
現
す
「
薩
摩
隼
人
」
と
い

う
言
葉
か
ら
生
ま
れ
た
ぼ
っ
け

も
ん
（
鹿
児
島
弁
で
大
胆
な
人
と

い
う
意
味
）
で
、
毎
週
日
曜
あ
さ

6:

30
か
ら
放
送
の
Ｋ
Ｔ
Ｓ
鹿
児

島
テ
レ
ビ
「
薩
摩
剣
士
隼
人
　
Ｙ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
！
カ
ゴ
ン
マ
」
が
放

送
さ
れ
、
鹿
児
島
で
は
知
ら
な
い

人
が
い
な
い
と
い
う
ほ
ど
有
名

な
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。

「
じ
ゃ
ん
け
ん
マ
ン
」氏
は「「
じ
ゃ

ん
け
ん
」
を
通
し
て
、
み
ん
な
を

笑
顔
に
す
る
ジ
ャ
ン
！
元
気
に

す
る
ジ
ャ
ン
！
勝
っ
て
も
負
け

て
も
み
ん
な
笑
顔
だ
ね
！
」
を
座

右
の
銘
と
し
て
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
で
人
々
に
元
気
を
振
り
撒

い
て
い
ま
す
。特
に
地
元
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
「
鹿
児
島
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
」
の
非
公
認
？
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
は
も
と
よ
り
、
ア
ウ
ェ
ー
の
試

合
に
お
い
て
も
出
没
し
、
そ
の
影

響
力
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
参
加
し
た
2
人
か
ら

は
「
優
し
さ
と
正
義
の
目
的
は
自

衛
隊
と
一
緒
。Ｐ
Ｒ
に
励
み
た

い
。」
と
強
い
決
意
を
感
じ
ま
し

た
。

　
鹿
児
島
地
本
は
あ
ら
ゆ
る

ジ
ャ
ン
ル
の
広
報
大
使
を
前
に
、

新
防
衛
大
綱
で
掲
げ
ら
れ
た
「
多

次
元
統
合
防
衛
力
」な
ら
ぬ
、『
多

次
元
統
合
Ｐ
Ｒ
力
』
で
「
攻
め
の

広
報
」を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

鹿
児
島
県
自
衛
隊
広
報
大
使

第
２
期
決
定

　
鹿
児
島
地
本
は
、
5
月
23
日

（
木
）
国
分
駐
屯
地
に
お
い
て
実

施
さ
れ
た
陸
士
就
職
補
導
教
育

の
一
環
と
し
て
、
予
備
自
衛
官
等

制
度
の
普
及
教
育
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
令
和
元
年
度
末
に
退

職
を
予
定
し
て
い
る
任
期
制
隊

員
16
名
に
対
し
て
、
予
備
自
衛
官

等
制
度
の
概
要
を
説
明
し
た
後
、

鹿
児
島
県
か
ら
も
35
名
の
即
応

予
備
自
衛
官
が
災
害
招
集
さ
れ

た
熊
本
地
震
に
お
け
る
活
躍
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
同
制
度
の

重
要
性
を
教
育
し
、
志
願
を
促
進

し
ま
し
た
。

　
教
育
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
再
就
職
活

動
が
始
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
志
願

の
意
思
は
「
ま
だ
決
め
て
い
な

い
」
と
の
回
答
が
多
数
で
し
た

が
、反
面
、「
予
備
自
衛
官
等
制
度

に
興
味
が
持
て
た
」
と
の
回
答
も

複
数
あ
り
、
中
に
は
予
備
自
衛
官

へ
の
志
願
を
明
確
に
し
て
い
る

者
も
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
再
就

職
先
が
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
あ

ら
た
め
て
中
隊
の
担
当
者
等
と

連
携
し
て
予
備
自
衛
官
へ
の
志

願
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
地
本
は
、
予
備
自
衛
官

等
の
志
願
者
数
は
、
特
に
若
年
退

職
者
が
減
少
傾
向
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
活
用
し
た
部
内
外
広
報
に

よ
り
予
備
自
衛
官
等
制
度
の
正

し
い
理
解
の
促
進
に
努
め
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

予
備
自
衛
官
等
制
度
普
及
教
育
を
実
施

援　護

広　報



鹿児島地本だより

鹿屋地域事務所長

令和元年（2019 年）夏号（3）

　
鹿
屋
地
域
事
務
所
は
、４
月
12
日(

金)

、

鹿
屋
市
教
育
委
員
会
主
催
の
「
鹿
屋
市
・

小
・
中
・
高
等
学
校
長
研
修
会
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
の
経
緯
と
し
て
は
、
今

年
度
か
ら
鹿
児
島
地
本
で
は
、
青
少
年
・

少
女
の
健
全
な
育
成
に
寄
与
す
る
た
め
、

「
学
校
教
育
へ
の
協
力
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
同
趣
旨
の
説
明
を
鹿
屋
市
教

育
長
に
説
明
を
行
っ
た
際
に
、
校
長
研
修

会
の
教
育
長
あ
い
さ
つ
の
時
間
を
割
い
て
、

自
衛
隊
側
か
ら
各
校
長
に
説
明
し
て
頂

き
た
い
と
の
要
望
を
受
け
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
、
説
明
時
間
10
分
の
中
で
、
地
方

協
力
本
部
の
業
務
、地
域
事
務
所
の
紹
介
、

学
校
説
明
会
等
の
昨
年
度
実
績
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
説
明
で
は
、
自
衛
隊
の
視

点
で
捉
え
た
「
防
災
講
話
」、
職
業
感
・
倫

理
感
の
理
解
を
深
め
る
「
職
業
講
話
」、
鹿

屋
航
空
基
地
で
行
っ
て
い
る
職
場
体
験
学

習
の
紹
介
な
ど
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
終
了
後
は
、
各
学
校
か
ら
、「
高

等
学
校
説
明
会
に
参
加
し
て
下
さ
い
」「
避

難
訓
練
の
後
に
防
災
講
話
を
30
分
依
頼

し
た
い
の
で
す
が
、
よ
ろ
し
い
で
す
か
」
な

ど
、
多
く
の
依
頼
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
鹿
屋
地
域
事
務
所
は
、
引
き
続
き
、
各

学
校
と
協
力
し
、
青
少
年
・
少
女
の
健
全

な
育
成
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

校長研修会の様子

　
薩
摩
川
内
出
張
所
は
、
令
和
元

年
５
月
19
日
（
日
）
阿
久
根
市
教
育

委
員
会
主
催
で
実
施
さ
れ
た
陸
上

自
衛
隊
第
８
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
に

伴
い
、
第
８
音
楽
隊
に
よ
る
、
れ
い

め
い
高
校
管
弦
楽
部
に
対
す
る
音

楽
指
導
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
れ
い
め
い
高
校
は
、
毎
年
数
名
（
一

般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
）の

入
隊
者
を
輩
出
し
て
お
り
、
今
回
は

自
衛
隊
に
対
す
る
視
野
を
深
め
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
自
衛
隊
を
よ
り

身
近
に
認
識
し
て
も
ら
う
目
的
で
、

阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
風
テ

ラ
ス
）で
の
陸
上
自
衛
隊
第
８
音
楽

隊
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
案
内
を
し
ま
し

た
。

　
以
前
に
管
弦
楽
部
の
顧
問
の
先

生
か
ら
音
楽
指
導
を
し
て
も
ら
え

な
い
か
と
の
要
望
が
あ
り
、
今
回
、

第
８
音
楽
隊
に
調
整
し
た
と
こ
ろ
、

心
よ
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、
約

50
分
の
各
楽
器
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、フ

ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、フ
ァ
ボ
ッ
ト
、

ホ
ル
ン
）の
個
人
指
導
を
受
け
る
と

と
も
に
、ス
テ
ー
ジ
で
の
共
演
も
実

現
し
ま
し
た
。
顧
問
の
先
生
か
ら
は

「
た
い
へ
ん
貴
重
で
贅
沢
な
時
間
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。」
と
お
礼
の
言
葉

を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、コ
ン
サ
ー

ト
自
体
も
、
５
４
１
席
の
ホ
ー
ル
に
６
７
５

名
の
方
が
参
加
し
「
来
て
良
か
っ
た
。」、「
と

て
も
感
動
し
た
。」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
薩
摩
川
内
出
張
所
は
、
引
き
続
き
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
を
活
用
し
、
各
学
校
と
の
連

携
を
強
化
し
組
織
的
な
募
集
基
盤
の
構
築

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コンサートの様子

第８音楽隊による演奏指導

校長研修会れいめい高校自衛隊音楽隊による指導体験
薩摩川内出張所

リックン

和泊町家族会　記念撮影

徳之島駐在員事務所
　
徳
之
島
駐
在
員
事
務
所
は
、
５
月

11
日
（
土
）、
鹿
児
島
県
沖
永
良
部

島
で
行
わ
れ
た
和
泊
町
自
衛
隊
家

族
会
の
発
足
に
伴
う
、
第
１
回
総
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
鹿
児
島
県
自
衛
隊
家

族
会
会
長
（
伊
藤
　
正
夫
氏
）
が
ご

臨
席
さ
れ
、
会
の
発
足
を
祝
福
激
励

さ
れ
ま
し
た
。
家
族
会
発
足
の
準
備

を
、
昨
年
か
ら
、
和
泊
町
役
場
で
勤

務
す
る
隊
員
家
族
を
中
心
に
行
い
、

同
町
の
隊
員
家
族
32
名
の
情
報
を

収
集
し
、
家
族
会
設
立
に
向
け
た
会

合
等
を
重
ね
、
今
回
念
願
の
家
族
会

発
足
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
長
に
選
出
さ
れ
た
柿
本
　
早

俊
氏
は
、
挨
拶
の
中
で
「
家
族
会
の

活
動
等
に
つ
い
て
は
ま
だ
未
知
な
点

も
多
い
が
、
ま
ず
は
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
り
な
が
ら
規
模
を
拡
大
さ
せ

て
い
き
た
い
。」
と
、
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
家
族
会
の
活
動
及
び
会

員
と
の
連
携
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
和
泊
町
の
伊
延
港
に
、
毎
年
、
海

上
自
衛
隊
の
掃
海
艇
が
寄
港
し
、
艦

艇
の
一
般
公
開
及
び
体
験
喫
食
等
の

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
入
港
歓
迎
行
事
等
が
今
回

の
家
族
会
の
発
足
に
よ
り
、
益
々
盛

大
に
な
る
こ
と
に
期
待
が
持
て
ま

す
。

　
徳
之
島
駐
在
員
事
務
所
は
、
今
後

も
家
族
会
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら

和
泊
町
で
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等

に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
和

泊
町
内
で
の
隊
員
募
集
に
繋
げ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖永良部島和泊町に自衛隊家族会発足

コウクン カイクン

ぼ
く
、
わ
た
し
の
お
父
さ
ん

父
：
西
３
佐
（
募
集
課
）

右
：
父　

 

西
３
佐

左
：
長
女 

綾
香
さ
ん

（
あ
や
か
）

作文：長女（高１）西　綾香 さん
（あやか）
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転　出　者 転　出　者

転　入　者

転　入　者

自衛官
事務官等

配置替
准陸尉 永重　哲雄
国分地域事務所から総務課へ

准陸尉 福滿　由美子 
総務課から国分援護センターへ

１等陸曹 原ノ後　健一
大隅地域事務所から徳之島駐在員事務所へ

１等陸曹 平田　成人
総務課から国分地域事務所へ

定年退職者
３１．２．３
３１．３．６
３１．４．８
３１．４．３０

上脇　盛男
大茂　潮
東　憲司
尾堂　功浩　　

退職時：准陸尉
退職時：１等陸曹
退職時：陸曹長
退職時：１等陸尉

自衛官

３等陸佐

１等陸尉

１等陸尉

１等海尉

２等陸尉

陸曹長

１等陸曹

１等陸曹

１等陸曹

１等海曹

１等海曹

１等海曹

仲山　貞冶

丸尾　英樹

松永　保

境脇　雄一郎

蜂須賀 史昭

松元　貢

続山　昇

岡元　秀勝

山口　栄吾

髙田　敬介

中原　修一

木藤　剛太郎

渉外補佐官から健軍駐屯地業務隊（健軍）へ

募集班長から西部方面総監部（健軍）へ

奄美大島駐在員事務所長から西部方面後方支援隊（目達原）へ

広報班長から第２２航空隊（大村）へ

薩摩川内出張所長から第１１３教育大隊 (国分）へ

薩摩川内出張所から第８施設大隊（川内）へ

総務課から西部方面会計隊（健軍）へ

総務課から西部方面後方支援隊（えびの）へ

知覧分駐所から第８施設大隊（川内）へ

鹿児島援護センターから西部情報保全隊（鹿屋）へ

募集課から鹿屋航空基地隊（鹿屋）へ

国分地域事務所から鹿児島音響測定所（福山）へ

事務官

①出身地（都道府県）　　②趣味 　③何か一言（抱負など）

３等海佐 龍野　真一
第１１１航空隊（岩国）から広報班長へ
①鹿児島県
②温泉、サウナ巡り  
③初の鹿児島での勤務、楽しみながら頑張り
ます。    

３等陸佐 土井　武幸
西部方面総監部付隊（健軍）から渉外補佐官へ
①山形県　②読書
③初の鹿児島勤務、初の地本勤務となります。
よろしくお願いします。  

１等陸尉 石橋　健
中部方面ヘリコプター隊（八尾）から募集班長へ
①福岡県　②野球、ゴルフ
③元号新たな令和元年より目標達成できるよう、
部員全員で協力して頑張りましょう。  
   

１等陸尉 日高　健生
第１５旅団司令部（那覇）から国分地域事務
所長へ

①鹿児島県
②ドライブ  
③一期一会の精神で取り組んでいきたいと
思います。    

陸曹長 海老原　正視 
第８施設大隊（川内）から川内援護センターへ
①鹿児島県
②魚釣り  
③退職自衛官の就職援護のために頑張ります。 

２等陸尉 大町田　勇希
水陸機動団（相浦）から種子島駐在員事務所長へ
①鹿児島県
②映画鑑賞、ハンドボール、一人旅 
③明るく元気に頑張ります。   

陸曹長 永里　昌也
西部方面通信群（川内）から総務課へ
①鹿児島県　②魚釣り、スポーツ観戦
③のんびり屋なので、仕事が遅いですが、初地本勤
務、老体に鞭打って頑張ります。   

陸曹長 黒川　洋一
西部方面後方支援隊（えびの）から総務課へ
①宮崎県　②DIY
③土地勘のない鹿児島での初勤務。1日も早く環境に
慣れ、鹿児島地本の戦力になれるよう、頑張ります。

１等陸曹 坂元　健一
第４３普通科連隊（都城）から種子島駐在員事務所へ
①鹿児島県
②魚釣り 
③責任感を持って笑顔で頑張ります。  
  

１等海曹 黒岩　信久
第１航空群司令部（鹿屋）から知覧分駐所へ
①鹿児島県
②トライアスロン 
③適度に頑張ります。    

１等陸曹 指宿　将太
第８施設大隊（北熊本）から募集課へ
①鹿児島県　②魚釣り 
③目標意識を持って、精一杯頑張ります。よろしくお願
いします。   

２等海曹 西郷　達城
第１整備補給隊（鹿屋）から募集課へ
①鹿児島県
②発汗すること 
③一生懸命     

１等海曹 坂元　謙二郎
第５航空群司令部（那覇）から国分地域事務所へ
①鹿児島県　②ドライブ
③初めての地本勤務ですが、よろしくお願いします。新
たな出会いに感謝し、頑張りたいと思います。 
 

２等陸曹 松村　忍
第１２普通科連隊（国分）から奄美駐在員事務所へ
①鹿児島県
②温泉巡り、旅行 
③明るく笑顔で一生懸命頑張ります。  

２等陸曹 森　建太郎
第１２普通科連隊（国分）から知覧分駐所へ
①鹿児島県　②魚釣り 
③初めての地本勤務となりますが、誠心誠意で頑張り
ます。   

３等海曹 森　千尋
第２２航空隊鹿屋航空分遣隊（鹿屋）から広報企画室へ
①鹿児島県
②旅行
③笑顔で頑張ります。 

馬渡　桂三
和歌山地方協力本部（和歌山）から総務課長へ
①長崎県　②ゴルフ、ジョギング   
③初めての鹿児島勤務です。早くかごんまに慣れて、
人との出会いを大切に頑張ります。  
      

原囿　良司
長崎地方協力本部（長崎）から援護班長へ
①鹿児島県
②読書、ジョギング 
③真心のこもった援護業務に取り組みます。 

森　さおり
福岡地方協力本部（福岡）から国民保護・災害対策連
絡調整官兼企画班長へ

①鹿児島県　②美術館巡り  
③２３年ぶりの地元鹿児島での勤務です。不慣れな業
務ですが、よろしくお願いします。  

谷山　昌弘
宮崎地方協力本部（宮崎）から募集企画班長へ
①宮崎県
②ボーリング
③明るく前向きに頑張ります。   

市原　真由美
相浦駐屯地業務隊（相浦）から会計班長へ
①長崎県
②読書 
③初めての地本勤務頑張ります。   

赤星　真一（新規採用）
援護課へ
①鹿児島県
②読書、映画、写真   
③業務が円滑に進む様に寄与していきたいです。  

米元　秀志（再任用）
援護課へ
①鹿児島県
②観葉植物、日帰り温泉 
③初めての地本勤務、真心を持って精一杯頑張ります。 

末廣　和斗（新規採用）
総務課へ
①福岡県　②読書、ゲーム 
③新規採用でまだまだわからないことばかりですが、
一生懸命頑張りたいと思います。  
 

人事往来紹介人事往来紹介人事往来紹介

令和元年度自衛官等募集案内令和元年度自衛官等募集案内令和元年度自衛官等募集案内お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先
採用種目 受付期間 応募資格試　験　日

自衛官候補生 １８歳以上３３歳未満の者

一般曹候補生

高等工科
学校生徒

推薦
１１月１日～２９日

３１年１月５日・６日
※いずれか１日を指定されます。

年間を通じて
第３回：７月１日～９月６日
第４回：１０月１日～１１月１８日

１次試験：２年１月１8日

第３回：９月１７日～２１日
第４回：１１月３０日（予定）

一般
１１月１日～２年１月６日

１７歳未満の成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる者

男子で中卒（見込含む）
１７歳未満の者

男子で中卒（見込含む）

防衛大学校学生

防衛医科大学校
医学科学生
防衛医科大学校
看護学科学生

推薦・総合選抜
９月５日～９日

推薦
９月２８日・２９日
総合選抜
１次試験：９月２８日

１次試験：１１月９日・１０日

１次試験：１０月２６日・２７日

１次試験：１０月１９日

一般
９月５日～３０日

高卒（見込含む）
１８歳以上２１歳未満

７月１日～９月６日 １次試験：９月２１日 １８歳以上３３歳未満の者

航空学生 ７月１日～９月６日

９月５日～３０日

９月５日～３０日

１次試験：９月１６日
高卒（見込含む）
海上：１８歳以上２３歳未満
航空：１８歳以上２１歳未満

高卒（見込含む）
１８歳以上２１歳未満
高卒（見込含む）
１８歳以上２１歳未満

[ 期間業務隊員 ]

２等陸曹

２等海曹

３等海曹

池田　利輝男

黒岩　恵美子

赤崎　達夫

徳之島駐在員事務所から第８後方支援連隊（玖珠）へ

広報企画室から第１整備補給隊（鹿屋）へ

知覧分駐所から鹿児島音響測定所（福山）へ

事務官

内和田　不二夫

児島　謙一郎

野田　功

葦毛　枝里

大城　倫則

古澤　祐

総務課長から佐賀地方協力本部へ

広報企画室から竹松駐屯地業務隊（竹松）へ

援護班長から熊本地方協力本部（熊本）へ

会計班長から関東補給処（松戸）へ

募集企画班長から富士学校（富士）へ

総務課から西部方面総監部（健軍）へ

本　　部 郵便番号 電話番号住　　　　　　所

自衛隊鹿児島
地方協力本部

８９０-８５４１ ０９９-２５３-８９２０
（代表）

鹿児島市東郡元町４番１号
鹿児島第２地方合同庁舎内

事務所名 郵便番号 電話番号住　　　　　　所

鹿児島募集案内所  

知覧分駐所  

薩摩川内出張所  

国分地域事務所  

鹿屋地域事務所  

大隅地域事務所  

奄美大島駐在員事務所  

種子島駐在員事務所  

徳之島駐在員事務所  

８９０-００４５ 

８９７-０３０２ 

８９５-００２４ 

８９９-４３３２ 

８９３-００６４ 

８９９-８１０２ 

８９４-００２３ 

８９１-３１０１ 

８９１-７１０１ 

０９９-２５１-７８０２  

０９９３-８３-１８１１  

０９９６-２２-２４０１  

０９９５-４５-１８３６  

０９９４-４２-４３８６  

０９９-４８２-１４０５  

０９９７-５３-９１０３  

０９９７-２３-０２９９  

０９９７-８３-３０８０  

鹿児島市武１-１０-１５　田中ビル２Ｆ

南九州市知覧町郡６２０４　南九州市役所内

薩摩川内市鳥追町５-１　ヤマトビル２Ｆ

霧島市国分中央６-１-５

鹿屋市西原４-５-１　鹿屋合同庁舎内

曽於市大隅町岩川６４９１-２　大隅合同庁舎内

奄美市名瀬永田町１７-３　鹿児島県大島支庁別館２Ｆ

西之表市西之表１６３１４-６　種子島合同庁舎内

大島郡徳之島町亀津５５３-１　徳之島合同庁舎内

鹿児島地本だより （4）令和元年（2019 年）　夏号

平成２９年度南極の氷の贈呈式

平成３１年、令和元年上半期　鹿児島地本写真集平成３１年、令和元年上半期　鹿児島地本写真集平成３１年、令和元年上半期　鹿児島地本写真集

①１月１２日
桜島火山爆発総合防災訓練
（鹿児島市　長田中学校）

②２月１１日・１２日
護衛艦「じんつう」艦艇広報

（志布志市）

③２月１６日
キャラさんぽⅰｎ天文館

（鹿児島市））

⑤３月３日
鹿児島マラソン
（鹿児島市）

⑥４月２０日・２１日
ミサイル艇「しらたか」艦艇広報

（薩摩川内市）

④２月２０日
護衛艦「すずつき」艦艇広報

（鹿児島市）

⑦４月２５日
掃海管制艇「ながしま」艦艇広報

（鹿児島市）

⑧４月２８日・２９日
掃海艇「あいしま」艦艇広報

（志布志市）

⑨５月３日・４日
天文館わくわくワーク　募集広報

（鹿児島市）

⑪５月３０・３１日
掃海艇「やくしま」艦艇広報
（屋久島　宮之浦港）

⑫６月２日
掃海艇「やくしま」艦艇広報　

（指宿市）

⑩５月１０日・１１日　
鹿児島ミュージックフェスタ２０１９　募集広報

（鹿児島市）


